
  

○副議長（曽根嘉明議員） 次に、柴田みよさん。 

 柴田さん。 

   〔５番 柴田みよさん登壇〕 

○５番（柴田みよさん） こんにちは。柴田みよで

す。 

 介護者支援について質問いたします。私は、３

年前に神奈川県川崎市から、夫の実家、船木に引

っ越してまいりました。川崎市に住んでいたとき、

島田市に住んでいた夫の母が要介護となり、10年

間ほど自宅で介護をした経験があります。また島

田市では介護相談員として特別養護老人ホームや

デイサービスなどの介護施設を訪問し、利用者や

御家族からの日ごろの疑問や不満、よかったこと

や感じたことなどを伺っております。これまで、

さまざまな環境の中で介護に携わってきましたが、

日ごろ強く感じていることは、介護者への支援の

必要性です。川崎市では、介護者を支援するボラ

ンティア団体の活動が非常に盛んです。 

 一例としては、地域ボランティア団体による老

人いこいの家でのミニデイサービスがあります。

ここでは、高齢者がデイサービスを受けている間

に、同じ建物内で、家族は座談会や介護に関する

勉強会が行われ、時には、一緒にバス旅行などに

参加してリフレッシュするものです。ミニデイサ

ービスは地域のボランティアによる運営なので、

利用者が気軽に参加できることや、家族が安心し

てリフレッシュできること、また、介護者同士の

情報交換や、介護経験者のアドバイスが受けやす

いなど、介護者を支援するたくさんのメリットが

あります。 

 現在、身近で介護の悩みを抱いている方がいる

ことや、島田市介護相談員として活動する中、以

下について提案と質問をしたいと思います。 

 (1)介護者への支援として、初倉公民館、岡田

公会堂、自宅を拠点に介護者支援ボランティア団

体を立ち上げ、運営していきたいと考えています

が、市としてはどう考えますか。 

 (2)市内各地域における、介護者支援ボランテ

ィア団体の立ち上げについて、市では支援する予

定はありますか。 

 ２、小規模多機能型施設について。介護保険に

おける小規模多機能型施設と複合型サービス施設

は、利用者の状態や生活環境に応じて、１つの事

業所の中で、通い、訪問、泊まりのサービスを組

み合わせて受けることができます。また、小規模

多機能型施設と複合型サービス施設は地域密着型

サービスであり、高齢者が住みなれた地域で介護

サービスを受けながら、安心して生活し続けてい

くために理想的な施設であると感じています。 

 そこで、以下について質問します。 

 2025年に向けて、高齢者、要介護者の増加は懸

念されていますが、利用者にとっても介護者にと

っても理想的な小規模多機能型施設を増設してい

く予定がありますか。 

 壇上での質問は以上です。 

   〔５番 柴田みよさん発言席へ移動〕 

○副議長（曽根嘉明議員） 染谷市長。 

   〔市長 染谷絹代登壇〕 

○市長（染谷絹代） 柴田みよさんの御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、１の(1)と(2)の御質問につきましては、

関連がございますので一括してお答えいたします。

柴田さんから御提案のありました介護者支援ボラ

ンティア団体の立ち上げと運営については、要介

護者への介護サービスの充実や老老介護などがク

ローズアップされる中、必要性が高まってきてい

る介護者への支援、さらには、地域の方による互

助の仕組みづくりとして大きな効果があるものだ

と期待されていると考えております。要介護高齢

者の増加や、核家族化の進行、介護をする家族の

高齢化などを背景として平成12年に創設された介

護保険制度は、今年度、抜本的な改正が行われま

した。これは団塊の世代が75歳以上になる2025年

に向け、高齢者が住みなれた地域で生活を維持し



  

ていくために、医療、介護、予防、住まい、生活

支援が一体的に提供される地域包括ケアシステム

の構築と実現を大きな柱にしているもので、島田

市においても、その構築を重要な課題として捉え

ております。 

 提案のありました介護者支援ボランティア団体

は、この地域包括ケアシステムの運営を支える団

体として、また、平成29年度までに市内に40カ所

の開設を予定している高齢者の居場所においても、

その運営を支えていく団体の１つとして、大いに

期待されるものと思います。 

 市といたしましては、市民ボランティアの主体

的な活動が全市域において展開されるよう、側面

的な支援をしていきたいと考えております。とり

わけ、補助金等の財政支援については、今回の介

護保険法等の抜本的な改正により、地域支援事業

について見直しが行われ、補助対象事業が拡大さ

れる中、積極的に国の制度を活用し、検討してい

きたいと考えております。 

 次に、２の(1)の御質問についてお答えをいた

します。 

 現在、島田市においては、介護保険制度におけ

る小規模多機能型事業所及び複合型サービス事業

所は３施設でございます。柴田さんのおっしゃる

とおり、これらの事業所においては、住みなれた

地域で同一の事業者から、御本人の状態や御家族

の環境に対応して、通所、訪問、宿泊のサービス

を組み合わせて受けることができます。特に緊急

的な宿泊サービスの対応が可能であることは、在

宅介護をする方にとっては大きなメリットとなっ

ており、今後においても高い需要があると認識を

いたしております。 

 一方で、介護保険サービスを提供する施設の整

備については、３年ごとに策定する介護保険事業

計画に位置づけていく必要がございます。平成27

年度からの第６期島田市介護保険事業計画策定の

ための高齢者の暮らしと介護についてのアンケー

ト調査を、昨年度、実施いたしました。その調査

結果の中でも、緊急時の短期宿泊対応については

56.6％の方が支援を希望すると回答し、他の項目

に比べ、突出して高い割合となっております。 

 また、今年度においても、各地域包括支援セン

ターや介護保険サービスを提供する事業者に対し

てもアンケート調査を行い、日常生活圏内、圏域

ごとの実情や、サービス需要に対応する事業者の

意向等についても把握に努めているところでござ

います。御質問がありました小規模多機能型施設

の整備についても、第６期島田市介護保険事業計

画の今年度策定作業の中で検討していきたいと考

えております。 

 以上、御答弁を申し上げました。少々内容が難

しい表現になってしまいまして、申しわけござい

ません。再質問につきましては、担当部長から答

弁させる場合がありますので、よろしくお願いを

申し上げます。 

○副議長（曽根嘉明議員） 柴田さん。 

○５番（柴田みよさん） 島田市における介護者支

援事業は、どのようなものでありますか。また、

介護者支援を目的とするボランティア団体はあり

ますか。 

○副議長（曽根嘉明議員） 中村市民福祉部長。 

○市民福祉部長兼支所長（中村盛髙） ただいま２

つの大きな質問が出ましたので、それぞれお答え

したいと思います。 

 まず最初に、介護者の支援事業についての御質

問ですけれども、これは、大きく分けて２つござ

います。在宅で高齢者を介護している家族のため

のサービスと高齢者あんしんセンターと呼んでお

りますけれども、地域包括支援センターの相談事

業でございます。 

 まず、家族のためのサービスにつきましては３

つございます。家族介護の用品の支給事業、これ

は紙おむつ等の支給の事業でございます。それか

ら、介護教室の事業でございます。これは、介護



  

の方法であるとか介護の予防、それから介護者の

健康づくり等の教室を開催していくという事業で

ございます。それから、介護者の交流事業でござ

います。これは、先ほどリフレッシュというお言

葉も柴田さんの中にございましたけれども、介護

者を一時的に介護から解放してあげる事業でござ

います。具体的なものは、日帰り旅行等の事業を

やっております。 

 それから、もう１つ大きな事業で、高齢者あん

しんセンター、地域包括支援センターというふう

に、行政的には呼びますけれども、これは中学校

区ごとに設置されておりまして、地域で暮らす高

齢者の方を総合的に支える事業でございます。専

門員が保健師、介護支援専門員、それから社会福

祉士が常駐しておりまして、総合相談支援と、認

知症の家族会の交流会、ミニ勉強会等を行ってお

ります。 

 次に、もう１つ御質問で、ボランティア団体は

あるかという御質問でございましたけれども、介

護者の支援を直接の目的としたボランティア団体

は、現在、把握しておりません。けれども、高齢

者支援団体としては、地域ふれあいサロン等がご

ざいます。このサロン等は市内に56カ所ございま

して、高齢者の閉じこもりや認知症の予防を目的

として、レクレーション等を中心としたミニデイ

サービスを実施して、大きな成果を上げていると

いうことで、活動もなかなか盛んであるというふ

うに聞いております。このサロンの活動は、直接

介護者を支援するものではございませんが、一時

的に高齢者を支えるということで、御家族の御負

担を少しでも軽減できるというものにつながって

いるというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○副議長（曽根嘉明議員） 柴田さん。 

○５番（柴田みよさん） 御説明ありがとうござい

ます。 

 私も島田に来て１年後ぐらいに、民生委員さん

が岡田にサロンを立ち上げるので協力してほしい

ということで、来てくださいました。それで早速、

一応看護師でもあるので、岡田サロンとくららの

初倉健康クラブは20年やっているそうですけれど、

その２カ所にスタッフとして参加しております。 

 それで、グラウンド・ゴルフなども参加してお

りますけれども、島田市は健康なお年寄りがとて

も多いです。グラウンド・ゴルフやサロンなどの

交流会もとても多くて、介護予防になっていて、

団塊世代の私は、老後の生活に希望が持てます。 

 昨年の秋に、自宅に15畳の離れをつくりました。

そして、ことしの３月から、詩吟教室とか絵手紙

の会、それと、仲間とのバーベキュー、カラオケ

などを時々しております。週３日、金谷のデイサ

ービスに勤めておりますので、９月からは日曜日、

月曜日だけのたまり場にしたいと思い、今、準備

中です。 

 以上です。ありがとうございました。 

○副議長（曽根嘉明議員） 染谷市長。 

○市長（染谷絹代） 柴田さん、日ごろの活動から

感じておられる疑問点等をお話しいただきまして、

本当にありがとうございます。介護される側の

方々に対する支援は、国も県も市も手厚くやって

きているんですが、やはりその方々を介護する側

の皆さんをどう支援するかというのは、今、国で

も県でも、そしてまた市としても、認識を新たに

しているところでございまして、先日もＮＨＫが

特集番組をやっているのを、私も見ました。本当

に、支える側の方たちをどう支えていくかという

ことが大事な時代になったということを認識いた

しております。 

 また、島田市はさまざまなふれあいサロン、岡

田で活動されている、あるいはくららでの活動の

ようなものが大変盛んでございまして、地域の皆

様方が、地域の御高齢の方たちを支えようとする、

その素地がございます。私は、それを本当にあり

がたいことと思っておりまして、その中で、御本



  

人だけではなく、家族を支えるという意味でも活

動が広がってきているところもございます。新た

な課題というものの認識を、私にもしっかりと伝

わってまいりました。御質問をいただいたことを、

本当にありがたく思います。 

 また、自宅に15畳の離れを開設されたというこ

とでございます。そうしたことも、ぜひ地域の中

で、地域の回覧板やさまざまなことで広がってま

いります。また、先ほど子育てカレンダーのお話

をいたしましたが、島田市はさまざまな、今日は

何をやっているよというようなカレンダーを、今、

ホームページ上にも載せております。そうしたと

ころにも、皆様方、市民の皆さんのそういった活

動が載っていることで、今日は岡田でこういった

ものがあるから行ってみようかというような、そ

ういったものにも資料として載せていきたいと思

いますので、是非また、そういったさまざまな情

報を島田市の広報課にお届けいただければありが

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

○副議長（曽根嘉明議員） よろしいですか。 

○５番（柴田みよさん） 以上で質問終わります。 

 


